
広報くろしお  №53　2010（平成22）年8月号潼

第1号

（国民年金）

国
民
年
金
は
な
が
〜
い
お
付
き
合
い

　
国
民
年
金
は
す
べ
て
の
公
的
年

金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日

本
国
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
か
ら

６０
歳
ま
で
の
方
は
、
公
的
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
や
保

険
料
の
納
付
方
法
が
違
い
ま
す
。

結
婚
や
就
職
、
転
職
な
ど
で
加
入

す
る
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
２
週
間
以
内
に
手
続
き
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で
、

４０
年
間
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め

た
方
は
、
６５
歳
か
ら
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
」
と
し
て
全
額
控
除
の

対
象
と
な
り
、
税
金
が
安
く
な

り
ま
す
。

割
引
制
度
は
ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
「
口

座
振
替
」
が
便
利
で
お
得
で
す
！

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
第

１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
・
学
生

な
ど
）
が
納
め
る
保
険
料
は
月
額

１
万
５
１
０
０
円
（
平
成
２２
年
度
）

で
す
。
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
も

と
づ
き
毎
月
納
め
に
行
く
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
「
口
座
振
替
」
に

し
た
り
、
ま
と
め
て
納
め
る
「
前

納
」
に
し
た
り
す
る
と
、
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
割
引
を
受
け
る
に
は
、
「
現
金

前
納
」
・
「
口
座
当
月
末
納
付
」
・

「
口
座
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営

業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

▼
原
則
と
し
て
、
初
め
て
口
座
振

替
で
当
月
末
納
付
（
早
割
）
を

申
し
込
ま
れ
た
方
の
初
回
は
、

前
月
分
（
割
引
な
し
）
と
当
月

分
（
５０
円
割
引
）
の
２
カ
月
分

の
保
険
料
を
引
落
し
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
は
当

月
分
（
５０
円
割
引
）
の
１
カ
月

分
の
引
落
し
と
な
り
ま
す
。

▼
原
則
と
し
て
、
初
め
て
口
座
振

替
で
１
年
度
分
の
前
納
を
申
し

込
ま
れ
た
方
は
、
１３
カ
月
分
（
３

月
分
＋
４
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）

を
、
６
カ
月
分
の
前
納
を
申
し

込
ま
れ
た
方
は
、
７
カ
月
分
（〔
３

太郎さん

（夫）

学　　生

第1号

（国民年金）

第2号

（厚生年金）

第1号

（国民年金）

第2号

（厚生年金）

無　　職 会　社　員 無　　職会　社　員　

どんな人が？ 保険料の納付は？加入の届出は？

第1号 無職・自営業者など ご自身で納付ご自身で市町村役場へ届出

第2号 会社員・公務員など 勤務先で納付勤務先が届出

第3号 専業主婦など なし（配偶者の制度が負担）配偶者（第2号）の勤務先が届出

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

国
民
年
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

【例えば】　太郎さん、花子さんご夫婦が20歳から60歳まで加入する年金は？

太郎さん：〔20歳に到達〕学生なので国民年金（第1号被保険者）に加入
　　　　　〔22歳で就職〕会社員になり厚生年金（第2号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で転職のため退職〕次の会社に就職するまでは国民年金（第1号被保険者）に加入
　　　　　〔47歳で就職〕再就職により厚生年金（第2号被保険者）に加入
　　　　　〔58歳で退職〕退職後も60歳までは国民年金（第1号被保険者）に加入
花子さん：〔20歳に到達〕20歳到達時はすでに会社員で厚生年金（第2号被保険者）に加入
　　　　　〔29歳で結婚・退職〕夫に扶養されている間は国民年金（第3号被保険者）に加入
　　　　　〔夫が45歳で退職〕国民年金の第1号被保険者に変更
　　　　　〔夫が47歳で再就職〕国民年金の第3号被保険者に変更
　　　　　〔夫が58歳で退職〕60歳までは国民年金（第1号被保険者）に加入

20歳 22歳（就職） 45歳（退職） 47歳（就職） 58歳（退職） 60歳

花子さん

（妻）

会　社　員　

第2号

（厚生年金）

第3号

（国民年金）

第1号

（国民年金）

第3号

（国民年金）

第1号

（国民年金）

専業主婦

20歳 29歳（結婚） 60歳
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

月
分
＋
４
月
分
〜
９
月
分
〕ま

た
は〔
９
月
分
＋

１０
月
分
〜
翌

年
３
月
分
〕）
の
保
険
料
を
引

落
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

お
申
し
込
み
後
２
カ
月
程
度
か

か
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
お

早
め
に
。

○
割
引
制
度
に
関
す
る
ご
質
問
・

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
年
金

機
構
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

付
加
保
険
料
の
納
付
も
お
す
す
め

で
す
！

 
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
付
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
わ
り
ま

す
。
付
加
年
金
は
「
２
０
０
円
×

納
付
月
数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

 
付
加
保
険
料
の
納
付
の
お
申
込

み
は
、
役
場
窓
口
ま
た
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

後
日
、
年
金
事
務
所
か
ら
納
付
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
月
分
か
ら

と
な
り
、
定
額
保
険
料
（
月
額
１

万
５
１
０
０
円
）
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金

▼
２０
歳
か
ら

６０
歳
に
な
る
ま
で
（
加

入
可
能
年
数

４０
年
）、
保
険
料

を
す
べ
て
納
め
て
満
額
の

７９
万

２
１
０
０
円
（
年
額
）
を
受
給

で
き
ま
す
。

　
未
納
や
免
除
の
期
間
が
あ
る
と

き
は
、
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

額
と
な
り
ま
す
。

現
金
に
よ
る
前
納

毎月分保険料
15,100円

6カ月毎月納付すると
90,600円

12カ月毎月納付すると
181,200円

4月～9月分
（4月末までに納付）

89,860円 740円割引

10月～翌年3月分
（10月末までに納付）

89,860円 740円割引

4月～9月分
（4月末に一括引落）

89,570円 1,030円割引

10月～翌年3月分
（10月末に一括引落）

89,570円 1,030円割引

6カ月前納

4月～翌年3月分
（4月末までに納付）

177,980円 3,220円割引

12カ月前納

口
座
振
替
に
よ
る
前
納

毎月分保険料
15,100円

6カ月毎月納付すると
90,600円

12カ月毎月納付すると
181,200円

当月末納付
（当月末引落）

15,050円 50円割引

早　割

6カ月前納
口座振替

4月～翌年3月分
（4月末に一括引落）

177,400円 3,800円割引

12カ月前納
口座振替

8月中に申請すると、

10月からの6カ月前

納に間に合います。

来年2月中に申請

してください。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

▼
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
次
の
額
が
老
齢

基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　
２
年
以
上
受
給
す
る
と
、
支
払

っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付
加
年

金
が
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
お
得

で
す
。

○
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

　
今
年
度
は
５
年
に
１
回
の
「
平

成
２２
年
国
勢
調
査
」
の
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成

２２
年

１０
月
１
日
を
基
準
日

に
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
我

が
国
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
年
齢
や
就
労
状
況
、
世

帯
構
成
な
ど
を
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
く
、
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
す
。

　
今
回
の
広
報
で
は
、
調
査
員
の

仕
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
調
査
員
の
仕
事

　
国
勢
調
査
の
統
計
調
査
員
は
総

務
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
「
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
」
と
な
り
、
任
期

は
８
月

３０
日
か
ら

１０
月

２９
日
の
２

カ
月
間
で
す
。

　
ま
ず
最
初
は
、
役
場
が
９
月
初

旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
開
催
す
る

予
定
の
「
調
査
員
説
明
会
」
に
出

席
し
、
担
当
す
る
地
区
や
業
務
、

安
全
対
策
な
ど
の
講
習
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
講
習
を
受
け
た
調
査
員
か
ら
順

次
、
担
当
す
る
調
査
区
を
回
り
、

調
査
区
の
境
界
線
の
確
認
な
ど
を

行
な
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
調
査
区
内
を
回
っ
た

り
、
調
査
票
を
お
配
り
す
る
、
回

収
す
る
な
ど
の
調
査
業
務
を
行
う

際
に
は
、
「
調
査
員
証
」
と
「
従

事
者
用
腕
章
」
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
９
月

２０
日
か
ら

２２
日
ご
ろ
ま
で

に
各
世
帯
へ
「
国
勢
調
査
の
お
知

ら
せ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ

て
い
た
だ
き
、

２３
日
か
ら

３０
日
に

か
け
て
は
各
世
帯
す
べ
て
を
訪
問

し
、
調
査
に
つ
い
て
の
説
明
と
協

力
依
頼
を
す
る
と
と
も
に
、
調
査

票
を
世
帯
の
方
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　
１０
月
１
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、

各
世
帯
を
再
度
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
調
査
票
の
記
入
状
況
と
提

出
確
認
、
回
収
を
行
な
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
業
務
と
し
て
は
、
調

査
票
の
提
出
確
認
状
の
配
布
や
、

未
提
出
世
帯
へ
の
訪
問
、
役
場
担

当
課
へ
の
書
類
の
提
出
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
国
勢
調
査
か
ら
、
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と

い
う
観
点
か
ら
、
調
査
票
は
「
封

入
提
出
」
と
な
り
、
調
査
員
は
調

査
票
の
内
容
を
見
て
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。（
記
入
が
困
難
な

世
帯
で
は
、
了
解
を
得
た
う
え
で
、

調
査
員
が
聞
き
取
り
し
て
調
査
票

へ
転
記
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　
「
調
査
票
の
記
入
に
つ
い
て
」

と
「
提
出
の
仕
方
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
来
月
号
の
広
報
で
詳
し
く

お
伝
え
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
調
査
員
が
き
ま

り
ま
し
た
。

　
調
査
員
の
推
薦
を
い
た
だ

き
ま
し
た
区
長
さ
ん
に
つ
き

ま
し
て
は
、突
然
の
お
願
い

で
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
調
査
員
の
皆
さ
ん
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

― 

国
勢
調
査
は 

み
ん
な
で
描
く

　
日
本
の
自
画
像 

―

　○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

平
成
２２
年
国
勢
調
査
の
実
施

に
向
け
て（
調
査
員
に
つ
い
て
）

保険料納付済月数

＋４分の１免除月数×７／８

＋半　額　免　除　月　数×６／８

＋４分の３免除月数×５／８

＋全 額 免 月 数×１／２

480月（加入可能年数）

40年加入していた場合の老齢基礎年金額

【
日
時
】（
毎
月
１
回
）

　
８
月

１５
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】

　
中
村
公
証
役
場

中
村
公
証
役
場（
四
万
十
市
中
村
大
橋

通
６
―
３
―
７
第
一
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

【
相
談
内
容
】

　
遺
言
、
相
続
、
金
銭
・
不
動
産

の
貸
借
、
離
婚
に
と
も
な
う
養
育

料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、
高
齢

者
の
財
産
管
理
　
な
ど

【
担
当
者
】

　
　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

蕁
３
４
―
１
７
２
８

※
平
日
に
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

相
 

談

日
曜
・
遺
言
等
公
証
法
律
相
談

792,100円×


